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OUTCOME OF COPENHAGEN CONFERENCE AND ITS IMPLICATIONS...

セミナー: Copenhagen 会議の結果と今後に向けての視点
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地球温暖化国際枠組みの行方
12月7–18日に迫ったコペンハーゲン会議 (COP 15, CMP 5)
では, 2013年以降の国際的枠組みに関して, 大きな進展がな
されることになっています．参加者1万5千人(京都会議の
1.5倍)，オバマ大統領も米国の目標を掲げて参加するなど
世界の目と期待が集まっています．

実際に ｢何が決まったか？｣, ｢それはどのようなことか？｣, 
｢どんな意味があるか？｣という点に関して, 地球温暖化問題
のプロで古くから国際交渉を見てきた松尾が,  会議終了直後
の12月22日(火)に,  おそらくどこよりも早く, また 3時間に
わたって詳細に, ご報告ならびに解説・分析をいたします．

さまざまなメディア報道では得られない専門家の視点で, 地
球温暖化国際交渉ひいては 将来にわたって われわれ人類が
この問題にどのように対処していこうとしているか？を詳
説いたします．日本の国や企業にとってのインプリケー
ションの考察もありますので, 企業や個人として, この問題
を深く考えるきっかけとしていただけたらと思っています.

終了後,  排出権調達等にご興味のある企業の方向けの具体的
プロポーザルもご紹介いたします．

連絡先:  PEARカーボンオフセット･イニシアティブ
www.pear-carbon-offset.org    川村美穂子(m_kawamura@pear-carbon-offset.org) 

�€�C
…�;�������ª���� �	�¶
\���Ã
\������
•���


�€�C
����x���(�G�w�1�&�"�3�w�8�F�C�T�’

�S�&�M�M�h�`�‡�b

コペンハーゲン交渉の起源であるバリ会議での交渉 (2007)

ペ  ア

日時: 2009年 12月 22日 (火)

     セミナー
 
 
      13:30–16:45

     排出権調達プロポーザル 
     17:00–17:30

場所: TKP大手町カンファレンスセンター
(東京都千代田区大手町1-1-2 りそな･マルハビル18階)
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Copenhagenで何が決まったか...
地球温暖化問題に20年近くのキャリアを持つ松尾直樹が，3時間に
わたり，解説や将来への分析を交えてご報告します

気候変動問題国際交渉の歴史と視点
1992年の気候変動枠組条約,  1997年の京都議定書, 2001年のボン合意・マラケシュ
合意と,  人類はこの難問に対し,  国際交渉において, 大きな成果を収めてきました．
どの会議も合意がかなり危ぶまれたものですが, それを乗り越えてきたわけです 
(松尾はそれを目にしてきました)．今回のコペンハーゲン会議も，巷の悲観論を乗
り越え, 人類のこの問題への挑戦として 将来に繋がる大きな前進が期待されます．

ボン合意成立の感動的瞬間 (2001)

コペンハーゲン会議は, 京都議定書の下での先
進国の2013年以降の数値目標と，途上国を含ん
だ新たな対策をどうしていくか？がマンデート
です．後者の新議定書合意は含まれていません.

国際交渉では, マンデートとして定められている
もの以上の事柄が決まることはきわめて稀です. 
この視点に立つと, 新しい議定書などができる
可能性は現時点では ほぼなくなりました．
一方で,  中国, ブラジルなどの独自目標のコミッ
トや, ｢実質的に｣ 米国が京都メカニズムに参加
できる枠組みに合意する可能性はあるでしょう. 
このあたりが落としどころでしょうか．
松尾は, マンデートになって
いる先進国の京都議定書第2
期の数値目標の設定は間違い
なくなされると考えています.

途上国問題, 米国問題, 新しい
メカニズムのルールに関して
次のプロセスにきちんとつな
げる決定がなされるか？が 
重要なポイントです．
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